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栽培面積：145ha（キャベツ・タマネギ・カボチャ）

資本金：7,000万円（出資金2,000万円）

売上高：2億7,000万円(R4年度決算)

取引金融機関：農林中央金庫・JA晴国岡山

出荷先：JA晴国岡山・JA全農岡山

生産量：キャベツ 3,000t／年間
玉葱 1,500t／年間 カボチャ 20t／程度

従業員数：正社員12人(内女性3名) パート社員68名

●加工業務用に特化した栽培体系、加工素原料としての
栽培・販売がメイン→量産でも良質な国産野菜を普段の食卓に



契約栽培における安定した供給体制の確立

1. 100%JAを利用した集出荷及び販売体制
→JA所有施設の安価利用、低コストでの大規模生産を実現
→地域トップクラスの出荷量を保持→JAとの交渉力の向上
→出荷量の増減リスクに対応(市場の飽和による野菜の廃棄・天災による

出荷量不足リスクを回避)
→代金決済・物流管理を委託、栽培に集中できる環境へ

2. 市場流通を極力避け、契約栽培に特化した生産形態
→実需者のニーズに応じた出荷体制が可能に
→近隣生産者の販路を侵害しない、あくまでも海外との競争
→規格外野菜の無償提供(学校給食・NPO団体・介護福祉施設)



子育て中の時間が限られた女性や定年退職後の
人材が活躍できる環境

1.   社員・パートの安定雇用
→出勤の自由化(労働者が希望する出勤日・時間での勤務を可能に。

子育て中・定年退職後の層も働きやすい環境に)
→該当者には社会保険等の福利厚生を対応
→閑散期の雇用(栽培技術の確立により、従来の閑散期に労働を分散。

労働者の安定した雇用を確保)

2. 適材適所の配置
→労働者とコミュニケーションを図り個々人に合った仕事の配置を実現
→大規模農業による機械化の中でも雇用を侵害しない労働環境の作成

機械と人の役割分担を明確化することにより農業技術や経験・体力
に乏しい人材でも働きやすい農業を確立
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笠岡干拓での大型区画における機械化農業

露地栽培での効率農業の追求→天気次第農業の緩和

３：栽培技術の確立→品質向上・収量増加

１：大型機械導入→省力化→栽培・労働コスト削減

２：出荷形態（鉄コンテナ）→時間短縮→出荷・労働コスト削減



スマート技術導入の動機

機械化 栽培技術の確立

省力・効率化

栽培管理・労働コスト削減
人と機械の協調作業

品質向上・収量増加

データの集約化
精密作業化



１：栽培管理（土壌分析・アグリノート・GGAP ・ JGAP）

２：労働コスト削減（栽培労働コスト）

３：協調作業→持続可能な農業→年を経ても働ける農業

４：品質向上・収量増加→栽培技術・循環型農業（有機物
の利用→肥料・農薬減）

スマート技術導入の結果





機械収穫導入の前提条件
ほ場の端から一斉収穫 → 斉一な生育が絶対条件

⑥限界まで大きく・揃った玉

⑤均一な追肥・適期防除

④適期に繰り返す中耕

③スムースな活着（健苗・定植方法・かん水）

①斉一な育苗

②精密なほ場準備（排水対策・砕土）
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生育不揃い 裂球




